








小児期発症の特発性ネフローゼ症候群児を対象にして,運動観に与える運動制限の影響に

ついて検討を行った。寛解中の運動制限が長くなると体育が嫌いになり,苦手科目と考え

る子供が多くなり,体育の成績も低下していたが,そうでない場合には成績も含めて健康な

子供と同等であった。こうした傾向は10 年の経過後も見られたことから,腎疾患児の管理

基準の設定は疾患への影響だけにかたよらず,社会・心理的な側面への影響も十分に配慮

する必要があると考えられた。


